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平成2８年度「全国学力・学習状況調査」相模原市分析結果について

指導の成果がみられる点

確率を求めることができるかどうかをみる問題について、正答率（Ｈ２５ およそ５割 →Ｈ２８ およ
そ８割）が向上している。

本市の数学Ａ（主として知識に関する問題）の全体
的な結果は、全国よりもやや低い状況である。
「数と式」や「図形」領域の計算や図をかくなどの

技能において、正答率は全国とほぼ同様だが、「関
数」の反比例に関わる問題や「資料の活用」の最頻値
や有効数字に関わる問題の正答率が全国よりも低い。

結果の概要（Ａ問題）

【調査問題の趣旨】

基礎的・基本的な知識・技能が身に付いている
かどうかをみる問題

【調査問題の趣旨】

基礎的・基本的な知識・技能を活用することがで
きるかどうかをみる問題

本市の数学Ｂ（主として活用に関する問題）の全体
的な結果は、全国よりもやや低い状況である。
与えられた情報から必要な情報を適切に選択して処

理することや、問題場面における考察の対象を的確に
捉えることにおいては７割程度の正答率であるが、問
題解決の方法を数学的に説明することにおいては正答
率が低い。
また、記述式の問題についての無解答率が全国より

もやや高い。

結果の概要（Ｂ問題）
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反比例の事象を具体的に考えることや資料の特徴をまとめることなどを通して、関数や資料の活用の基礎・基本
の定着を図ることができるよう、指導の充実を目指します！

【Ａ問題】反比例の事象の理解や、最頻値を求めることについて課題がある。

９

正答：ア

（全国公立学校 正答率 ４２．０％）

○正答率は全国より低い。

◎具体的な事象における２つの関係が、
反比例の関係を理解しているかどうか
をみる問題

正答：ｙ＝

（全国公立学校 正答率 ３４．５％）

○正答率は全国より低い。

◎反比例のグラフ上の点の座標から、ｘとｙの
関係を式に表すことができるかどうかをみ
る問題
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正答：３（冊）

（全国公立学校 正答率 ４５．５％）

○正答率は全国より特に低い。

◎資料を整理した表から最頻値を読み取る
ことができるかどうかをみる問題
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９



自分の考えや解決方法を説明し合う等の学習活動を通して、学習課題の解決方法を数学的に説明する力を養う
ことができるよう、指導の充実を目指します！

【Ｂ問題】問題解決の方法を数学的に説明することについて課題が
ある。
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◎事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することができるかどうか
をみる問題

正答例：手順通りに求めた数から１０をひいて
５でわる。

（全国公立学校 正答率 １５．４％
無解答率 ４１．５％）

○正答率は全国とほぼ同様で、無解答率は
全国よりやや高い。

◎与えられた式を用いて、問題を解決する方法を
数学的に説明することができるかどうかを問題

３
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正答例

アを選択した場合：Ａ車とＢ車について、使用年数と総費用の関係から連立方程式を

つくり、それを解いて使用年数の値を求める。

イを選択した場合：Ａ車とＢ車について、使用年数と総費用の関係を一次関数のグラ

フに表して、その交点の座標を読み取り、使用年数の値を求める。

（全国公立学校 正答率 ３０．３％ 無解答率 １２．１％）

○正答率は全国より低く、無解答率は全国よりもやや高い。

６
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【指導の成果がみられる点】 確率の求め方が身に付いてきている。

平成２５年度Ａ問題６（２）

正答：

○およそ５割の正答率

（相模原市立中学校）

平成２６年度Ａ問題６（２）

正答：

○およそ６割の正答率

（相模原市立中学校）

平成２８年度Ａ問題６（２）

正答：

○およそ８割の正答率

（相模原市立中学校）

３６

１

８

３

Ｈ２８の調査問題の正答率はＨ２５・Ｈ２６の調査問題の正答率よりも向上しており、確率の求め方が定着してきていることが分
かります。「同様に確からしい」ことの意味を理解させるとともに、確実に確率が求められるよう、樹形図や表を活用して確率を求
める指導が行われた成果だと考えられます。
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２



質問紙からみえてきたこと

解き方だけではなく公式やきまりが成り立つ根拠について考えるなど物事を論理的に考える力を育めるよう、指導の充実を目指します！

数学の授業で問題を解くとき、もっと簡単に解く方法が
ないか考えますか

数学の授業で学習したことを普段の生活の中で活用でき
ないか考えますか

数学の授業で公式やきまりを習うとき、その根拠を理解
するようにしていますか

生徒質問紙 当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

○生徒質問紙では、もっと簡単に解く方法を考えることについて、「当てはまる」と回答をした割合は昨年度より増えており、全国とほぼ同様であ
る。また、平成２８年度の市の結果を比較すると、根拠を理解することについて「当てはまる」と回答した生徒の割合が、簡単に解く方法を考え
ることについて「当てはまる」と回答した割合よりも低い。

○普段の生活の中で数学を活用できないか考えることについて、「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と肯定的な回答をしている生徒の
割合が平成２７年度よりも増えているが、全国と比べると肯定的な回答の割合がやや低い。
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◎保護者の皆様へ
・数学が使われている場面を考える機会をつくってみませんか？
数学は、物事を論理的に考える力を育みます。日常生活で数
学が使われている場面があり、教科書にも多くの例が掲載され
ています。「なぜ、そうなるのか」と子どもが疑問に思ったことに
ついて一緒に考え、数学の有用性に触れる時間をつくってみて
はいかがでしょうか。
＜例 酢とサラダ油を３：５の割合で混ぜてドレッシングを作る。

サラダ油が８０ｍＬあるとき、酢は何ｍＬ必要かな？＞


